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2008 年 1 月から 2018 年 12 月までに胆管空腸吻合術後の肝内胆管結石に対してダブル
バルーン内視鏡 ERCP 施行した 73 例を対象とした。また、処置中に遺残結石を細径内視鏡
により確認した。今回、胆管空腸吻合術後の肝内胆管結石に対するバルーン内視鏡検査に関
して再発リスク因子含めた長期成績を解析した。胆管空腸吻合部への到達率は 92％ (67/73)。
結石除去完遂率 93% (62/67) 。処置回数(中央値 1.5 ± 0.9)。合併症発生率 6.8%。 結石再
発 22%(13/58)。フォロー期間中央値 2.7 年(1.5–4.8)。再発リスク因子に関して多変量解析
施行し、結石径≥8mm(オッズ比 5.57; 95% confidence interval (CI), 1.39–37.2; p = 0.013)。
















Treatment outcomes, including risk factors of stone recurrence, for 
hepatolithiasis using balloon‑assisted endoscopy in patients with 
hepaticojejunostomy (with video)  
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